
重点目標３ 利用者の立場に立った図書館サービスの推進 
 

 

指標 ６ 障害者サービス資料利用数 

目  的 
県立図書館が障害者サービスの中核施設としての役割をどれだけ果たしているかを測定し

ます。 

定  義 
視覚障害者等用録音資料及び点字資料の個人への年間貸出点数と対面朗読利用点数の合計

点数 

達成状況 

平成 27年度目標値 平成 27年度実績値 

２５，４４０点 ２４，８３２点 

 
＊デイジー：DAISY（Digital Accessible Information System の略） 

   視覚障害者や活字による読書が困難な人のために開発された電子出版物の国際規格のこと。章や節の
頭出しが可能で、1枚の CDに約 50時間の録音が可能。デイジーには、音声のみの音声デイジーのほか、
文字データのみのテキストデイジー、音声と文字と画像を同期させたマルチメディアデイジーの 3つが
あり、中でもマルチメディアデイジーには発達障害等さまざまな障害者の利用が期待されている。 

 

平成 27年度の障害者サービス資料利用点数は 24,832点で、数値目標の 25,440点を 2.4％

下回りました。内訳をみますと、録音資料が 23,402点、点字資料が 1,140点に若干減少、

対面朗読は 12％増加しました。録音資料全体の利用は減少しましたが、デイジー資料の利

用は、利便性の浸透と新作デイジー資料の積極的な情報提供などを行った結果、ほぼ横ば

いを保つことができました。一方、カセットテープの利用は、26年度の 47％減となりまし

た。対応機器やテープの生産が打ち切られ、図書館でも新たなテープ資料の製作を行って

いないため、テープそのものの利用は一部の利用者を除きほぼ終了したものと考えられま

す。 

デイジー資料は平成 28年 3月現在 2,012タイトル所蔵していますが、その中の 912タイ

トルは、全国的にも他館で製作のない専門書や雑誌の定期製作など県立図書館ならでの特

色ある自館製作デイジー資料です。 

今後も、デイジー資料の更なる利用を促進するために、音訳者の養成やデイジー編集者

の研修の充実を図るとともに、デイジー資料の広報や操作指導を行っていきます。また、

視覚障害のみならず幅広く活字による読書が困難な人に対しての広報にも、引き続き努め

てまいります。 

4,003  2,297  1,221  

21,563  22,837  
22,181  

1,377  1,257  
1,140  

249  260  
290  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成25年度 

合計27,192 

平成26年度 

合計26,651 

平成27年度 

合計24,832 

障害者サービス資料利用点数の推移 

対面朗読利用点数 

点字資料利用点数 

録音資料（デイジー）

利用点数 

録音資料（テープ）利

用点数 



重点目標３ 利用者の立場に立った図書館サービスの推進 
 

 

参考：デイジー資料タイトル数  

 デイジー資料 

総タイトル数 

県立図書館製作デイジー資料

タイトル数（年間製作数） 

平成 24 年度 １，５５６ ８０４（２７） 

平成 25 年度 １，６１２ ８２５（２１） 

平成 26 年度 １，８５７ ８８７（３７） 

平成 27 年度 ２，０１２ ９１２（２５） 

  

 


